
 

第５学年 理科学習指導案 
  

                      対 象 ５年２組 男１６名，女１７名 計３３名 

                      指導者 箱石 和真 

１ 単元名 物のとけ方（東京書籍 理科５）  

 

２ 単元について 

（１） 児童について  

本単元にかかわる知識について事前アンケートを行ったところ，次のような結果となった。 

海水から塩を取り出すには

どうしたらよいか。 

蒸発させる             ４８％（１６人） 

水だけを取る             ９％（ ３人） 

ろ過をする              ６％（ ２人） 

分からない（初めて知った）     ３３％（１１人） 

冷たいコーヒーと温かいコ

ーヒーに砂糖を入れた時と

では，砂糖の溶ける量はど

のように変わりますか。 

温かい方が溶ける         ６７％（２２人） 

冷たい方は溶けるのに時間がかかる  ３％（ １人） 

分からない            ３０％（１０人） 

 

この結果から，学習していないことに対して，知識として知っていたり，予測したりすることが

できる児童が半分以上いることが分かる。しかし，生活経験が少ないことから予測することができ

ない児童がいることもうかがえる。そこで，本単元においては，物の溶け方と水の温度に着目して

実験することで，物の溶け方には温度の関係があることを捉えさせたい。また，溶けている物を取

り出す方法についても学ばせていきたい。 

（２）教材について 

児童は，第３学年での「物の重さ」で，比較活動を通して，物の形を変えても重さは変わらない

ことや，同じ体積でも，物によっては重さが違うことを学習してきた。 

本単元では，食塩が水に溶ける現象に興味をもたせ，そこから考えられる疑問について，食塩と

ミョウバンを使って計画的に追究させる。その中で，物が溶けても全体の重さは変わらないこと，

物が一定量の水に溶ける量には限度があること，水の温度によって物の溶ける量は変わることをと

らえさせる。また，この物が水に溶けるときの決まりを利用して，溶けている物を取り出せること

を気付かせる。この学習は第６学年の「水溶液の性質」の学習へとつながり，さらに，中学校第１

学年の「水溶液の性質」における物質の溶解度や溶解度曲線と再結晶の学習へ発展していく。 

（３）指導について 

本単元の指導に当たっては，物を溶かした経験や既習の「物の重さ」の実験の結果等を根拠に予

想，考察をさせたい。また，予想や結果をイメージ図で表現させ，物は目には見えないだけで消え

たわけではないことや溶け残りがあるということを説明できるようにさせたい。そして，中学校で

学習する「水溶液の性質」の中で，目には見えないがそこにあるという粒子の概念につなげていき

たい。実験を行う上では，変える条件と変えない条件を考え，適切な結果が得られるようにしたい。 

    

３ 単元の目標 

（１）自然事象への関心・意欲・態度 

物を水に溶かし，物が溶ける量や水の量，温度を変えたときの現象に興味・関心をもち，自ら 

物の溶け方の規則性を調べようとする。 

（２）科学的な思考・表現 

   物が水に溶ける要因について予想をもち，条件に着目して実験を計画し，自分の考えを表現する 

ことができる。 

 

 



（３）観察・実験の技能 

   ろ過器具や加熱機器を適切に操作し，物の溶け方の規則性を調べ，その過程や結果を定量的に

記録することができる。 

（４）自然現象についての知識・理解 

   物が水に溶けても重さは変わらないこと，物が一定量の水に溶ける量には限界があること，物

が水に溶ける量は水の量や温度，溶ける物によって違うこと，物が溶けるときの性質を利用して

溶けている物を取り出すことができることを理解することができる。 

 

４ 指導と評価の計画 

時 学習内容 主な評価規準 

小３ 置き方や形を変えたときの重さや材

質が異なる物の重さを調べる。 

〔物の重さ〕 

・物は，形が変わっても重さは変わらないこと，体積が

同じでも重さは違うことがあることを理解している。

（知理） 

小５ 

１ 

食塩やミョウバンの粒を水に落とし

て観察する。 

・食塩やミョウバンが水に溶けるときの様子に興味・関

心をもち，進んで観察しようとしている。（関意態） 

２ 食塩を水に溶かす前と溶かした後の

食塩の重さについて調べる。 

・実験結果から，食塩が水に溶けたときの重さについて

考え，自分の考えを表現している。（思表） 

・物が水に溶けても重さは変わらないことを理解してい

る。（知理） 

３ 

４ 

食塩やミョウバンが水に溶ける量を

調べる。水に溶ける量についてまと

める。 

 

・興味をもち，進んで食塩やミョウバンの溶ける量を調

べようとしている。（関意態） 

・物が一定量の水に溶ける量には，限界があることや，

物によって水に溶ける量が違うことを理解している。 

（知理） 

５ 

６ 

水の量を変えて物が水に溶ける量を

調べる。水の量による溶ける量の変

化についてまとめる。 

・食塩とミョウバンの溶け方を比べながら物の溶け方の

決まりについて考え，自分の考えを表現している。

（思表） 

７ 

８ 

水の温度を変えて物が水に溶ける量

を調べる。 

・食塩とミョウバンの溶け方を安全に注意して，定量的

に調べ，結果を記録している。（技能） 

９ 

１０ 

【本時】 

・水の温度をさらに上げたときの食

塩とミョウバンの溶ける量を調べ

る。 

・水の温度と溶ける量の変化につい

てまとめる。 

・水の温度をさらに上げたときの食塩とミョウバンの溶

け方について，前時の実験結果を基に予想し，自分の

考えを表現している。（思表） 

・物が水に溶ける量の水の温度による変化は，溶かす物

によって違うことを理解している。（知理） 

１１ 

１２ 

水溶液を冷やして溶けている物を取

り出すことができるか調べる。 

・ろうとなどの器具を使い，正しい手順で水溶液をろ過

している。（技能） 

１３ 

１４ 

水溶液を蒸発させて，溶けているも

のを取り出すことができるか調べ

る。 

 

・物が水に溶ける量に興味をもち，進んで食塩とミョウ

バンの溶ける量を調べようとしている。（関意態） 

・水溶液を蒸発させることで溶けている物を取り出すこ

とができることを理解している。（知理） 

１５ 物の溶け方の規則性や，溶けている

物を取り出す方法についてまとめる。 

・物の溶け方の規則性や，溶けている物を取り出す方法

について理解している。（知理） 

中１ 物質が水に溶ける様子の観察や再結

晶の実験を行い，水溶液中では溶質

が均一に分散していること，及び水

溶液から溶質を取り出す方法を見出

すことができる。［水溶液の性質］ 

・水に溶ける物質の量には，水の量や温度によって限界

があることを，溶解度曲線を用いて説明できる。 

（知理） 

・温度による溶解度の違いから溶質を取り出すことがで

きることを説明できる。（知理） 



５ 本時の指導 

（１）目標 

  水の温度をさらに上げて食塩とミョウバンの溶ける量を調べ，物が水に溶ける量の水の温度による

変化は，溶かす物によって違うことを理解することができる。 

（２）評価規準 

評価の観点 評価規準 

自然現象についての 

知識・理解 

物が水に溶ける量の水の温度による変化は，溶かす物によって違うこ

とを理解している。 

（３）展開  

段階 学習活動 ●指導上の留意点 ◎評価 

導
入
５
分 

 

１ 前時の想起をする 

 

 

２ 問題の確認をする 

 

 

３ 結果の予想をする。 

 

 

 

 

●前時の結果をまとめたグラフから，食 

塩とミョウバンの溶ける量と水の温 

度との関係を確認する。 

 

 

 

●前時の結果をまとめたグラフの，溶け

る量の予想の値に印を付けたところ

を確認する。 

●根拠をもとに予想したことの確認を

する。 

展
開 

 

分 

４ 問題の解決をする 

（１）実験方法を確認する。 

  ・変える条件（水の温度） 

   ・変えない条件（水の量） 

（２）実験を行う。 

 

 

（３）実験結果の確認をする。 

 

 

（４）実験結果を考察する。 

  ・個人で考察をして，自分の考えをもつ。 

   ・班でそれぞれの考察を交流する。 

   ・全体で交流し確認する。 

 

 

 

 

５ まとめをする 

 

●お湯を扱うため，実験用具の使い方，

やけど等に注意することを確認する。 

 

●水を温めながら実験するのではなく， 

あらかじめ６０℃の水を用意してお 

き，素早く実験ができるようにしてお 

く。 

●黒板の各班の結果を全員で確認し，正 

しい結果になっていることを確認す 

る。 

●結果をもとにどのようなことが言え 

るのかを考察する。 

●実験結果を根拠として自分の考えを 

述べさせるとともに，「○○（結果） 

～（自分の考え）と言える。」のよう 

な形で表現し図も併せて記述させる。 

●班毎にホワイトボードに記入し、黒板 

に貼るようにさせる。 

◎物が水に溶ける量の水の温度による 

変化は，溶かす物によって違うことを 

理解することができる。 

［発言・ノート］ 

水の温度をさらに上げると，物が水にとける量はどうなるのだろうか。 

 

３５



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●児童の興味関心に応じて８０℃のお

湯ではどのくらい溶けるのかも調べ

る。 

終
末
５
分 

６ 振り返りをする 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 次時の確認をする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●しばらくすると，ミョウバンを溶かし

たビーカーの底に残ったミョウバン

が増えていることに気付かせ，次時に

つなげる。 

（４）板書計画 

【振り返り 例】 

・水の量を増やした時のように，何でも溶ける量が増えるのではなく，溶かす物によって変化

が違うことが分かった。（分かったこと） 

・ミョウバンを溶かすとき，水の量を増やして実験したときのように，一定の量ずつ溶ける量

が増えると思ったけど，６０℃のときに急に溶ける量が増えて驚いた。（自己の変容） 

・実験をしたあとに，溶け残っていたミョウバンが増えているような気がした。（次時） 

・うまく考察を図などで表すことができなかったけど，友達の説明が分かりやすかったので，

説明の仕方を見習いたい。（協働的学び） 

・水の温度を上げると，とける量は， 

→食塩はほとんど変わらない。 

→ミョウバンはふえる。 

・とける量の変化は，とかす物によってちがう。 

 


